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　 本 年 度 、 町 委 託 事 業 で 実 施 し て い ま す 「 通 所 付 添 サ ポ ー ト 事 業 （ 通 称 ： な ぎ サ ポ ） 」 と し

て 、 つ く し 園 の 風 呂 を 利 用 し た 「 入 浴 通 所 サ ー ビ ス 」 の 支 援 を 開 始 し 、 ２ 月 2 5 日 に 出 発 式

を 行 い ま し た 。

　 独 居 等 の 理 由 で 自 宅 に お い て 入 浴 が 困 難 な 高 齢 者 が 安 心 し て 入 浴 で き る よ う に 、 通 所

付 添 サ ポ ー タ ー ２ 人 １ 組 で つ く し 園 に 送 迎 （ 運 転 ・ 付 添 ） し 、 見 守 り サ ポ ー タ ー が 入 浴 見 守

り を 行 う も の で す 。

通  所  付  添  サ  ポ  ー ト  事  業 （  通  称 ： な  ぎ  サ  ポ  ） で
「 入 浴 通 所 サ ー ビ ス 」 支 援 を 開 始



　 ３ 月 1 8 日 に 開 催 さ れ た 理 事 会 と ３ 月 2 7 日 に 開 催 さ れ た 評 議 員 会 に お い て 、 平 成 3 1 年 度 奈 義 町 社

会 福 祉 協 議 会 事 業 計 画 及 び 収 入 支 出 予 算 が 慎 重 に 審 議 さ れ 、 承 認 さ れ ま し た の で 、 そ の 概 要 を お 知

ら せ し ま す 。

　 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 地 域 福 祉 の 推 進 を 使 命 と し て 、 町 民 主 体 の 基 本 理 念 に

基 づ き 、 地 域 住 民 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 福 祉 委 員 、 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 、 保 健 、 福 祉 、 医 療 、 介

護 、 行 政 な ど の 関 係 機 関 と よ り 一 層 連 携 を

図 り な が ら 、「 住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で

安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 社 会 の 実 現 」 を 目 指

し た 活 動 を 推 進 し て い き ま す 。

　 平 成 3 1 年 度 は 、 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会

地 域 福 祉 活 動 計 画 の 初 年 度 と な り 、 計 画 に

基 づ き 、 こ れ ま で の 各 種 事 業 の 実 施 に 加

え 、 更 な る 地 域 福 祉 活 動 の 推 進 を 図 る 取 り

組 み を 行 っ て ま い り ま す 。

平 成 3 1 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 活 動 方 針

平 成 3 1 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 予 算

● 社 会 福 祉 事 業 会 計 （ 一 般 会 計 ）

 収 　 　 　 　 　 入  

           項 　 　 目 金 　 　 額

会 　 費 3, 9 0 0, 0 0 0

寄 附 金 2, 1 0 0, 0 0 0

経 常 経 費 町 補 助 金  2 1, 9 5 0, 0 0 0

町 受 託 金 1 4, 4 8 0, 0 0 0

県 受 託 金 5 7 3, 0 0 0

事 業 収 入 2, 2 0 5, 0 0 0

共 同 募 金 9 0 0, 0 0 0

受 取 利 息 配 当 金 収 入 2 2, 0 0 0

雑 収 入 2 0, 0 0 0

前 期 末 支 払 資 金 残 高  3, 5 0 0, 0 0 0

収 　 入 　 合 　 計 4 9, 6 5 0, 0 0 0

 支 　 　 　 　 　 出 

           項 　 　 目 金 　 　 額

法 人 運 営 事 業 費 1 0, 5 8 9, 0 0 0

一 般 福 祉 事 業 費 6, 1 2 6, 0 0 0

高 齢 者 一 般 福 祉 事 業 費  3, 7 0 0, 0 0 0

さ と 丸 バ ス 等 運 行 事 業 費  7, 7 9 0, 0 0 0

介 護 予 防 施 設 管 理 運 営 事 業 費   1 4, 5 0 0, 0 0 0

地 域 ・ 包 括 支 援 事 業 費  5, 4 6 2, 0 0 0

予 備 費 1, 4 8 3, 0 0 0

支 　 出 　 合 　 計 4 9, 6 5 0, 0 0 0

( 単 位 ： 円)



奈 義 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 策 定 委 員 会

な ぎ 住 民 ふ く し の 地 域 元 気 プ ラ ンな ぎ 住 民 ふ く し の 地 域 元 気 プ ラ ン

人 生 の 最 期 ま で 、 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で 、 安 心 し て 暮 ら し 続 け て い く た め に は 、 住 民 同 士 が ふ れ

あ い 、 お 互 い に 心 と 心 を 通 わ せ あ い 、 支 え 合 っ て い く こ と の で き る 豊 か な 人 間 関 係 を 地 域 社 会 の 中

に 築 い て い く こ と が 大 切 で す 。 そ の よ う な 地 域 社 会 の 実 現 を 目 指 し て 、 地 域 福 祉 活 動 の 基 盤 整 備 に

取 り 組 ん で い き ま す 。

　 核 家 族 や ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 に よ り 、 家 族 、 地 域 機 能 の 希 薄 化 や 困 り ご と の 多 様 化 ・ 複 雑 化 が す

す ん で い ま す 。 こ う し た 困 り ご と に 対 し て 一 面 か ら の 支 援 を す る の で は な く 、 地 域 の 関 係 機 関 ・ 団 体

間 の 連 携 を 深 め ま す 。 そ の た め に も 、 社 会 福 祉 協 議 会 の 活 動 強 化 を 図 り ま す 。

　 社 会 福 祉 協 議 会 で 、

1 2月

1 1日 、  ２ 月

1 2日 の ２ 回 、  奈

義 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 策定 委 員 会 を 開 催 し 、  計 画
（ 案 ）  に 対 す る 意 見 交 換 や 検

討 を 行 い ま し た 。　 地 区 単 位 の  「 小 地 域 ケ ア会 議 」  で 高 齢 者 ば か り で なく 障 が い 者 や 子 ど も の こ とま で の 課 題 を 検 討 し そ の 解決 策 を 考 え て い く シ ス テ ムの 構 築 や 、  災 害 ボ ラ ン テ ィア の 取 り 組 み の 必 要 性 、  障が い 児  （ 者 ）  の  「 通 い の 場 」  まで の 足 の 確 保 の 必 要 性 な ど計 画 策 定 に 向 け て 積 極 的な 意 見 が で ま し た 。

～ 住 民 参 加 で 、 我 が 事 ・ 丸 ご と ・ た す け 愛 ～

地 域 で 安 心 し て 暮 ら す た め の 基 盤 づ く り基 本 目 標 Ⅲ

　 困 っ た と き に 、 気 軽 に 相 談 で き る 体 制 を 充 実 し 、 多 様 な 福 祉 サ ー ビ ス を 提 供 し ま す 。 ま た 、 福 祉 の

こ と を 誰 も が よ く 知 る こ と が で き る よ う に 、 情 報 提 供 を 充 実 し 、 わ か り や す く 工 夫 し 発 信 し ま す 。

誰 も が 安 心 し て

福 祉 サ ー ビ ス を 受 け ら れ る 地 域 づ く り

基 本 目 標 Ⅱ

　 地 域 で 安 心 し て 生 活 し て い く た め に は 、 声 か け や 見 守 り な ど の 住 民 同 士 の 助 け 合 い や 支 え 合 い 活 動

が 必 要 不 可 欠 と な り ま す 。 そ こ で 、 地 域 に お い て の 交 流 や 意 識 高 揚 に つ な が る 機 会 を 増 や す こ と で 、 人

と 人 と の つ な が り を 強 め 、 誰 も が 自 分 ら し く 地 域 の 一 員 と な っ て 活 動 に 関 わ れ る 環 境 を 目 指 し ま す 。

お 互 い に 助 け 合 い 、 支 え 合 う 地 域 づ く り

基 本 目 標

基 本 目 標 Ⅰ

　 計 画 で は 、 基 本 理 念 の 実 現 に 向 け て 、 ３ つ の 基 本 目 標 を 設 定 し ま し た 。２

基 本 理 念

住 み 慣 れ た 地 域 で 最 期 ま で 安 心 し て 暮 ら せ る 町 づ く り
1
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奈 義 町 地 域 福 祉 活 動 計 画 を 策 定 し ま し た ！



一 般 会 費 2, 6 0 4, 0 0 0 円

特 別 会 費 1, 2 1 3, 0 0 0 円

賛 助 会 費 1 1 2, 0 0 0 円

合 　 　 計 3, 9 2 9, 0 0 0 円

　 平 成 3 0 年 度 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 費 に つ き ま し て

は 、 一 般 会 員 ・ 特 別 会 員 ・ 賛 助 会 員 の 皆 様 に 多 く の あ た

た か い ご  支  援 を い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。

　 ま た 、 福 祉 委 員 の 皆 様 に は 地 区 内 で の 集 金 等 、 お 忙 し

い 中  大  変 お  世  話 に な り ま し た 。

　 社 協 会 費 は 、 法 人 運 営 の ほ か 、 地 域 福 祉 活 動 ・ 長 寿 万

歳 事 業 な ど 皆 様 の 身 近 な と こ ろ で 行 わ れ て い る 福 祉 活 動

や 、 町 内 で 活 動 さ れ て い る 各 福 祉 活 動 団 体 へ の 助 成 の た

め  の  貴  重  な  資  金  と な っ て  お り ま  す 。

　 今 後 も 、 さ さ え あ い の ま ち づ く り 、 豊 か な く ら し の 実 現

の た め 、 引 き 続 き 皆 様 の ご 理 解 ご 協 力 を い た だ き ま す よ

う よ ろ し く お  願  い  い  た し ま  す 。

奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 会 費 納 入 の お 礼 　

　 平 成 3 0 年 1 0 月 か ら 行 わ れ ま し た 「 赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 」 で は 、 皆 様 か ら の ご 支 援 ご 協 力 に よ り 、 多 く の 募 金 が 集

ま り 無 事 終 了 し ま し た 。 今 年 度 お 寄 せ い た だ い た 募 金 は 、 県 共 同 募 金 会 を 通 じ て 、 来 年 度 に 配 分 さ れ 地 域 福 祉 活 動 へ

役  立 て ら れ ま す 。 大  変 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

平 成 3 0 年 度 募 金 実 績 額

1, 0 6 5, 3 8 1 円
・ 戸 別 募 金  ・ 法 人 募 金 　 　 　

・ 職 域 募 金  ・ そ の 他 募 金 　

平 成 3 0 年 度 奈 義 町 社 協 へ の 配 分 額

9 8 0, 0 0 0 円
・ 各 地 区 地 域 福 祉 活 動 へ の 助 成 　 　 ・ 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 活 動 へ の 助 成

・ 各 種 団 体 活 動 へ の 助 成 　 　 　 　 　 ・ 社 協 だ よ り の 発 行

赤 い 羽 根 共 同 募 金 運 動 へ 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た ！ 　

社 協 役 員 （ 理 事 ・ 監 事 ） の 異 動 に つ い て
理 事 ・ 監 事 に 異 動 が あ り ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。（ 敬 称 略 ）

■ 理 　 事 　 　 　 新 　 任 　 　 森 藤 　 文 典 　 　 　 退 　 任 　 　 有 元 　 　 清

■ 理 　 事 　 　 　 新 　 任 　 　 岡 　 　 親 佐 　 　 　 　 退 　 任 　 　 岡 部 　 英 生

■ 監 　 事 　 　 　 新 　 任 　 　 小 阪 　 四 郎 　 　 　 　 退 　 任 　 　 岡 　 　 　 立

事  務  局  職  員 の 異  動 に つ い て
事  務  局  職  員  に  異  動  が  あ り ま し た  の で ご  紹  介 し ま  す 。

■ 新 　 任 事 務 局 長 　 　 延 安 　 照 夫 　 　 次 　 　 長 　 　 岡 本 　 健 史 （ 生 涯 学 習 課 か ら ）

■ 異 　 動 次 　 　 長 　 　 松 岡 　 誠 志 （ 津 山 圏 域 資 源 循 環 施 設 組 合 へ ） 　

■ 3 月 3 1 日 付 退 職 事 務 局 長 　 　 森 藤 　 文 典

 運 転 員 　 　 二 宮 　 將 浩 　 　 運 転 員 　 　 市 川 　 　 厚



　 高 齢 者 の 方 々 が 地 域 の 中 で 安 心 し て 暮 ら し て い け る よ う に 、 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー が 簡 単

な 家 事 等 の 援 助 を 行 い ま す 。 遠 慮 な く ご 利 用 く だ さ い 。

奈 義 町 生 活 支 援 サ ポ ー ト セ ン タ ー

「 み つ ば ち 」 を  ご  利  用  く  だ  さ  い  ！ ！

み つ ば ち 交 流 会 　

地  域 サ ロ ン 等  運  営  ボ ラ ン テ ィ ア 研  修  会  　

～ ○ ん な 　 ○ な  が っ て  　 ○ っ ち り  　 ○ い き で ま も る ～ば ちつみ

支 援 内 容

部 屋 の 掃 除 ・ 衣 類 の 洗 濯 ・ 買 い 物 ・ 窓 ふ き ・ ゴ ミ の 分 別 や ゴ ミ 出 し

庭 の 草 取 り ・ 食 事 の 準 備 ・ 片 づ け ・ 話 し 相 手   な ど

依 頼 会 員 ： 奈 義 町 在 住 で 、 簡 単 な 家 事 等 の 援 助 が 必 要 な 高 齢 者 の 方

提 供 会 員 ： 生 活 支 援 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 を 修 了 さ れ た サ ポ ー タ ー の

　 　 　 　 　 皆 さ ん （ 有 償 ボ ラ ン テ ィ ア ）

利 用 料 ： 基 本 料 金 　 １ 時 間 　 5 0 0 円 （ 3 0 分 以 内 2 5 0 円 ）

依 頼 先 ： 電 話 3 6 － 6 3 6 3 （ 奈 義 町 社 会 福 祉 協 議 会 ）

　 　 　 　 　 携 帯 0 9 0 － 4 8 0 3 － 3 2 8 1

一 人 暮 ら し の 方 の ゴ ミ

出 し や 窓 ふ き な ど 喜 ん

で い た だ い て い ま す 。
み つ ば ち

　 ２ 月

2 6日 、 保 健 相 談 セ ン

タ ー で 地 域 サ ロ ン 等 運 営 ボラ ン テ ィ ア 研 修 会 を 開 催 しま し た 。　 現 在 、 町 内 の 全 地 区 で 地域 サ ロ ン が 開 催 さ れ て い ます 。  研 修 会 で は 各 サ ロ ン から 「 ３ 分 で ！ お ら が サ ロ ンの プ チ 自 慢 」 と い う テ ー マで 活 動 報 告 を し た 後 、 ち ょい ワ ル な 同 窓 会 で 上 映 さ れた 「 奈 義 町 の 懐 か し い 昭 和の 写 真 」  を 見 ま し た 。　 懐 か し く 楽 し い ひ と 時 にな り 、 早 速 自 分 達 の サ ロ ンで も 上 映 し た い と い う 声 が上 が っ て い ま し た 。

　 ３ 月

１ 2日 、  保 健 相 談 セ ン タ ー で

奈 義 町 生 活 支 援 サ ポ ー ト セ ン タ ーみ  つ ば ち 交 流 会 を 開 催 し ま し た 。　 事 務 局 の 最 近 の 活 動 状 況 報 告 やな ぎ サ ポ の 紹 介 の 後 、  美 作 大 学 生活 科 学 部 社 会 福 祉 学 科 教 授 の 堀川 涼 子 先 生 に 、  「 無 理 の な い 、  自 分み が き の 支 え 合 い 活 動 」  と 題 し てお 話 を し て  い た だ き ま し た 。　 高 齢 者 が 社 会 貢 献 活 動 に 参 加 する た め の 条 件 は  「  一  緒 に 活 動 す る 仲間 が い る こ と 」  が

4 0．  ３ ％ で 仲 間 さ

え い れ ば 、  社 会 貢 献 活 動 に 参 加 しよ う と す る 高 齢 者 が 増 え 、  自 分 自身 の 生 き が い に つ な が る 、  「 み つ ばち の 活 動 は 奈 義 町 の 宝 」  で す と 励ま し て  い た だ き ま し た 。



日 本 国 内 で の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 中 の ケ ガ や 賠 償 責 任 を 補 償 ! !

全 国 2 0 0 万 人

加 入 !!

こ の 保 険 は 、 全 国 社 会 福 祉 協 議 会 が 損 害 保 険 会 社 と 一 括 し て 締 結 す る 団 体 契 約 で す 。
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ふ く し の 保 険 検 索

〒 1 0 0 ‒ 0 0 1 3  東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ 丁 目 ３ 番 ２ 号 新 霞 が 関 ビ ル １ ７ Ｆ
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取 扱 代 理 店 株 式 会 社 福 祉 保 険 サ ー ビ ス
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ケ ガ の 補 償

の 補 償賠 償 責 任

死 亡 保 険 金

Ａ プ ラ ン Ｂ プ ラ ン Ａ プ ラ ン Ｂ プ ラ ン

1, 0 4 0 万 円 1, 4 0 0 万 円

1, 0 4 0 万 円
（ 限 度 額 ）

1, 4 0 0 万 円
（ 限 度 額 ）

6, 5 0 0 円 1 0, 0 0 0 円

6 5, 0 0 0 円 1 0 0, 0 0 0 円

3 2, 5 0 0 円 5 0, 0 0 0 円

5 億 円 （ 限 度 額 ）

（ 傷 害 保 険 、 国 内 旅 行 傷 害 保 険 特 約 付 傷 害 保 険 、 賠 償 責 任 保 険 ） （ 傷 害 保 険 ） （ 傷 害 保 険 、 賠 償 責 任 保 険 、 約 定 履 行 費 用 保 険 （ オ プ シ ョ ン ） ）

後 遺 障 害 保 険 金

入 院 保 険 金 日 額

特 定 感 染 症 の 補 償

4, 0 0 0 円 6, 0 0 0 円通 院 保 険 金 日 額

3 0 0 万 円 （ 限 度 額 ）

上 記 後 遺 障 害 、 入 院 、 通 院 の 　
各 補 償 金 額 （ 保 険 金 額 ） に 同 じ

葬 祭 費 用 保 険 金
（ 特 定 感 染 症 ）

賠 償 責 任 保 険 金
（  対  人 ・ 対  物  共  通  ）

入 院 中 の 手 術

外 来 の 手 術

手 術
保 険 金

3 5 0 円 5 1 0 円

5 0 0 円 7 1 0 円

基 本 タ イ プ

天 災 タ イ プ （ ※ ）

（  基  本  タ イ プ ＋ 地  震 ・ 噴  火 ・ 津  波  ）

（ ※ ） 天  災  タ イ プ  で  は 、 天 災 （ 地 震 、 噴  火 ま
　 　 た は 津 波 ） に 起 因 す る 被 保 険 者 自 身
　 　 の ケ ガ を 補  償 し ま す が （ 天 災 危 険 担 保
　 　 特 約 条 項 ） 、 賠 償 責 任 の 補 償 に つ い
　 　 て は 、 天 災 に 起 因 す る 場 合 は 対 象 に
　  　  な り ま  せ  ん  。

保 険 金 を お 支 払 い す る 主 な 例保 険 金 を お 支 払 い す る 主 な 例

保 険 金 の 種 類
プ ラ ン

タ イ プ
プ ラ ン

● こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 お 申 込 み 、 詳 し い 内 容 の お 問 い 合 わ せ は 、 あ な た の 地 域 の 社 会 福 祉 協 議 会 へ ●

損 害 保 険 ジ ャ パ ン 日 本 興 亜 株 式 会 社 医 療 ・ 福 祉 開 発 部 第 二 課

Ｔ Ｅ Ｌ ： ０ ３ （ ３ ３ ４ ９ ） ５ １ ３ ７
受 付 時 間 ： 平 日 の 9: 0 0 ～ 1 7: 0 0（ 土 日 ・ 祝 日 、 1 2 / 3 1 ～ 1 / 3  を 除 き ま す 。 ）

〈 S J N K 1 8 - 1 3 5 6 8 　 2 0 1 9. 1. 1 6 作 成 〉

〈 引 受 幹 事
保 険 会 社 〉

団 体 割 引  2 0 ％ 適 用 済 ／ 過 去 の 損 害 率 に よ る 割 増 引 適 用

　 ３ 月 １ 日 、 保 健 相 談 セ ン タ ー に お い て 、

勝 英 二 郡 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 囲 碁 ボ ー ル

大 会 が 開 催 さ れ ま し た 。

　 当 日 は 勝 央 町 、 奈 義 町 、 西 粟 倉 村 か ら 各

２ チ ー ム 、 総 勢 2 6 名 の 参 加 が あ り 、 白 熱

し た 試 合 が 繰 り 広 げ ら れ 、 次 の と お り の

結 果 と な り ま し た 。

　 　 　 優 　 勝 　 西 粟 倉 Ａ チ ー ム

　 　 　 準 優 勝 　 西 粟 倉 Ｂ チ ー ム

　 　 　 第 ３ 位 　 勝 　 央 Ｂ チ ー ム

　 囲 碁 ボ ー ル セ ッ ト は 、 町 こ ど も ・ 長 寿 課

に 貸 出 し 用 も あ り ま す の で 、 各 地 区 の サ

ロ ン や 老 人 ク ラ ブ な ど で も 利 用 さ れ て み

て は い か が で し ょ う か 。

勝 英 二 郡 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 囲 碁 ボ ー ル 大 会 　

勝 田 郡 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 指 導 者 研 修 会 　
　 ３ 月 ６ 日 、 勝 央 町 公 民 館 に お い て 、 平 成 3 0 年 度 勝 田 郡 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 指 導 者 研 修 会 が 開 催 さ れ 、

勝 央 町 、 奈 義 町 か ら 多 く の 方 が 参 加 さ れ ま し た 。

　 研 修 で は 、「 上 手 な 病 院 の 使 い 方 」 と 題 し て 、 さ と う 記 念 病 院 地 域 医 療 連 携 室 長 の 大 田 真 一 さ ん に ご

講 演 い た だ き ま し た 。

　 講 演 で は 、 次 の よ う な お 話 が あ り 、 参 加 者

の 皆 さ ん は 興 味 深 く 聞 い て お ら れ ま し た 。

● か か り つ け 医 を 持 つ こ と で 比 較 的 待 ち 時

間 が 短 縮 で き た り 、 長 い 間 同 じ 先 生 に 診

て も ら う こ と で の 安 心 感 に つ な が る な ど

の 様 々 な メ リ ッ ト が あ る 。

● 受 診 す る 前 に 電 話 で 問 い 合 わ せ る こ と で

ス ム ー ズ な 受 診 に つ な が る 。

● ジ ェ ネ リ ッ ク 薬 品 は 同 等 で あ っ て 同 一 の

も の で は な い た め 、 医 師 や 薬 剤 師 の 説 明

を 十 分 聞 き 使 う 使 わ な い を 決 め る 。

● 物 忘 れ が 気 に な っ て き た ら 、 精 神 科 は 予 約

が 取 り に く い こ と も あ り 、 ま ず は か か り つ

け 医 に 相 談 す る 。

　 ３ 月

2 3日 、  文 化 セ ン タ ー で 、  平 成

3 0年 度 奈 義 町 ボ ラ ン テ  ィ  ア 会 総 会
を 開 催 し ま し た 。　 平 成

3 0年 度 事 業 報 告 な ど の 総

会 事 業 の 後 、 各 支 部 ご と の な ぎ み苑 で の 「 ふ れ あ い ボ ラ ン テ ィ  ア 活動 」  に  つ  い て 報 告 し ま し た 。  入 所 者の 皆 さ ん と お 手 玉 や 紙 芝 居 を した 様 子 や 昔 話 に 花 が 咲 い た り し たと い う 活 動 報 告 と な り ま し た 。  その 後 、 鈴 木 若 代 さ ん  （ 広 岡 ）  に 楽 しい リ ズ ム 遊 び を 教 え て い た だ き 、脳 と 体 の 活 性 化 を 図 り ま し た 。  笑顔 が あ ふ れ た 総 会 で し た 。 奈 義 町 ボ ラ  ン テ  ィ  ア 会
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4, 0 0 0 円 6, 0 0 0 円通 院 保 険 金 日 額

3 0 0 万 円 （ 限 度 額 ）
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　 　 た は 津 波 ） に 起 因 す る 被 保 険 者 自 身
　 　 の ケ ガ を 補  償 し ま す が （ 天 災 危 険 担 保
　 　 特 約 条 項 ） 、 賠 償 責 任 の 補 償 に つ い
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● こ の ご 案 内 は 概 要 を 説 明 し た も の で す 。 お 申 込 み 、 詳 し い 内 容 の お 問 い 合 わ せ は 、 あ な た の 地 域 の 社 会 福 祉 協 議 会 へ ●
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〈 S J N K 1 8 - 1 3 5 6 8 　 2 0 1 9. 1. 1 6 作 成 〉

〈 引 受 幹 事
保 険 会 社 〉

団 体 割 引  2 0 ％ 適 用 済 ／ 過 去 の 損 害 率 に よ る 割 増 引 適 用

福 祉 講 演 会 開 催 の お 知 ら せ
　 社 協 で は 、 お 互 い に 助 け 合 い 、 支 え 合 う 地 域 づ く り を め ざ し 、 地 域 福 祉 の 意 識 の 醸 成 を 図 る た め 、 福 祉

講 演 会 を 開 催 し ま す 。

　 今 回 は 、 平 成 3 0 年 ７ 月 豪 雨 や 全 国 各 地 で 相 次 ぐ 地 震 発 生 に よ る 災 害 へ の 備 え に 対 す る 関 心 の 高 ま り を 受

け 、 私 た ち の 地 域 で ふ だ ん か ら で き る こ と に つ い て 学 ぶ 場 に し た い と 思 い ま す 。

日 　 時 　 　 平  成 3 1 年 ４ 月 2 0  日 ㈯ 　 午 前 1 0  時 ～ お 昼 1 2 時
場 　 所 　 　 奈 義 町 文 化 セ ン タ ー
演 　 題 　 　「 被 災 地 か ら 学 ぶ 　 災 害 に 備 え た ふ だ ん か ら の 地 域 づ く り 」

　 平 成 1 2 年 鳥 取 県 西 部 地 震 の 際 、 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー の 立 ち 上 げ と 運 営 に 関 わ る 。
　 以 後 、 地 震 ・ 豪 雨 な ど 様 々 な 災 害 現 場 で 被 災 者 支 援 活 動 及 び 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 運 営 支
援  活  動 に 従 事 し て い る 。 平 成 2 8  年 鳥  取  県  中  部  地  震 で は 自 ら 被  災  者 と な っ た  経  験 を 持 つ 。
　 平 素 は 、 鳥 取 県 日 野 町 に お い て 被 災 後 の 中 山 間 地 の 見 守 り 活 動 の ほ か 、 各 地 で の 住 民 主 体
の 安 心 ・ 安 全 の 地 域 づ く り の サ ポ ー ト 等 を 行 っ て い る 。

講 師 ： 日 野 ボ ラ ン テ ィ ア ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 　 　 鳥 取 県 自 主 防 災 活 動 ア ド バ イ ザ ー 　 　 森 本 智 喜  氏

認  知  症 に や さ し い 町 づ く り 講  座
　  第 １ 回 　 ３ 月 ８ 日 、 文 化 セ ン タ ー で 「 認 知 症 に や さ し

い 町 づ く り 講 座 が  開 か れ ま し た 。 希 望 ヶ 丘 ホ ス ピ タ ル

病 院 長 　 引 地  充 先 生 に 認 知 症 は 怖 く な い 、 老 衰 の 一

つ と 思 っ て 穏 や か に 機 能 が 低 下 し て い く 認 知 症 を 目 指

そ  う  と  の  、 興  味  深  い  お  話  を  聞  き  ま  し  た  。

　 第 ２ 回 　 ３ 月 1 8 日 、 保 健 相 談 セ ン タ ー で 奈 義 町 キ ャ

ラ バ ン メ イ ト に よ る 寸 劇 を 取 り 入 れ た 、 認 知 症 の 方 と の

穏 や か な 接 し 方 を 学 び ま し た 。

　  認  知  症  は  温  か  い  交  流  を  増  や  す  こ  と  で  、 ト  ラ  ブ  ル  な  く

安 心 し て 地 域 で 暮 ら せ る 病 気 で す 。 奈 義 町 を 認 知 症 に

や さ し い 町 に し て い き ま し ょ う 。
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社 会 福 祉 協 議 会 へ

平 成 3 0 年 1 1 月 1 6 日 ～ 平 成 3 1 年 ３ 月 1 5 日

金 一 封 （ 敬 称 は 省 略 さ せ て い た だ き ま し た ）

平 成 3 1 年 度 　 心 配 ご と 相 談 開 催 日 の お 知 ら せ

　 あ わ せ て 行 政 ・ 悩 み ご と ・ 教 育 相 談 が 開 催 さ れ 、 人 権 擁 護 委 員 ・ 行 政 相 談 委 員 ・

民 生 児 童 委 員 ・ 教 育 相 談 員 が 皆 様 の ご 相 談 を お 受 け し ま す 。

ご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し たご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま し た

● 時 　 間 　 午 前 １ ０ 時 ～ 午 後 ３ 時 ま で 　 　 ● 場 　 所 　 奈 義 町 文 化 セ ン タ ー

平 成 3 1 年
4 月 1 9 日 ㈮ 　 5 月 2 1 日 ㈫ 　 6 月 2 0 日 ㈭ 7 月 1 8 日 ㈭ 8 月 2 0 日 ㈫ 　

9 月 1 9 日 ㈭ 　 1 0 月 1 8 日 ㈮ 　 1 1 月 2 0 日 ㈬ 　 1 2 月 2 0 日 ㈮

「 ヤ ク ル ト 愛 の 車 い す 」 を
寄  贈 い た だ き ま し た  。

米 寿 祝 い 返 し と し て米 寿 祝 い 返 し と し て

馬 　 桑 ・ 延 　 原 　 信 　 行

上 町 川 ・ 浅 　 野 　 郁 　 子

小 　 坂 ・ 延 　 原 　 町 　 子

高 　 円 ・ 西 　 田 　 義 　 雄

社 会 福 祉 の た め に社 会 福 祉 の た め に

上 町 川 ・ 浅 　 野 　 克 　 己

奈 義 中 学 校 第 ３ 期 卒 業 生

さ と 丸 バ ス ・ ド ア ツ ー ド ア 利 用 者 の 皆 様

勝 央 町 勝 間 田 　 勝 英 農 業 共 済 事 務 組 合

香 典 返 し と し て香 典 返 し と し て

小 　 坂 ・ 有 　 元 　 聖 　 司 （ 亡 父 ・ 富 雄 ）

上 町 川 ・ 中 　 井 　 正 　 和 （ 亡 父 ・ 昌 明 ）

　 柿 　 ・ 長 　 尾 　 隆 　 大 （ 亡 母 ・ さ な ゑ ）

　 柿 　 ・ 曽 　 根 　 昌 　 孝 （ 亡 祖 母 ・ 須 磨 子 ）

津 山 市 ・ 上 　 村 　 憲 　 司 （ 亡 義 母 ・ 桑 田 辰 子 ）

　 柿 　 ・ 國 　 富 　 克 　 己 （ 亡 妻 ・ 勝 美 ）

広 　 岡 ・ 福 　 永 　 洋 　 介 （ 亡 父 ・ 茂 樹 ）

滝 　 本 ・ 岡 　 田 　 利 　 幸 （ 亡 母 ・ ユ キ 子 ）

広 　 岡 ・ 粟 　 井 　 義 　 徳 （ 亡 父 ・ 忠 義 ）

豊 　 沢 ・ 藤 　 安 　 好 　 泰 （ 亡 母 ・ 房 子 ）

豊 　 沢 ・ 瀬 　 戸 　 芳 　 孝 （ 亡 母 ・ 靜 江 ）

広 　 岡 ・ 奥 　 　 　 清 　 野 （ 亡 夫 ・ 篤 ）

中 島 東 ・ 中 　 村 　 尚 　 美 （ 亡 父 ・ 忠 臣 ）

小 　 坂 ・ 有 　 元 　 征 　 生 （ 亡 母 ・ 朝 枝 ）

社 会 福 祉 事 業 （ 善 意 の 基 金 と し て ）社 会 福 祉 事 業 （ 善 意 の 基 金 と し て ）

　 柿 　 ・ 柴 　 田 　 　 　 守

　 １ 月 3 1 日 、「 平 成 3 0 年 度 第 4 5 回 ヤ ク ル ト ・ チ ャ

リ テ ィ ー セ ー ル 」 の 収 益 金 に よ り 、 津 山 ヤ ク ル ト 販

売 株 式 会 社 様 よ り 車 い す を 寄 贈 い た だ き ま し た 。

　 寄 贈 い た だ い た 車 い す は 、 介 護 用 品 と し て の

貸 出 や 、 小 中 学 校 の 福 祉 体 験 学 習 な ど 、 有 効 に

活 用 さ せ て い た だ き ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。


